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要 旨 

 

目的：地域ベースのコホートにおいて、アルコールの総摂取量、特定のアルコール飲料と睡眠

の質との関連を評価した。 

 

方法：対象者は、2012年以前に CVD、がん、パーキンソン病、認知症、頭部外傷の既往がなか

った 11,905名である。2006年と 2012年にアルコール摂取量（摂取量と頻度）とアルコール飲

料の種類について調査を行った。対象者を飲酒量で、非飲酒者・軽度飲酒者（女：［アルコール］

0～5.6 g/日、男：0～12.6 g/日）・中程度飲酒者（女：7.0～14.0 g/日、男：14.0～28.0 g/日）・

多飲者（女：>14.0 g/日、男：28.0 g/日）にグループ分けし、総合的な睡眠の質は、2012年に

測定した 4つの睡眠パラメータ（不眠（アテネ不眠尺度）、日中の眠気（エプワース眠気尺度）、

睡眠時間、いびき／閉塞性睡眠時無呼吸（STOPBANG質問紙））に基づき評価した。解析は、

４つの睡眠パラメータの総合得点、４つの睡眠パラメータとアルコール摂取との関連は、それ

ぞれ線形回帰、ロジスティック回帰を用い検討を行った。 

 

結果：年齢、性別、社会経済状況、喫煙状況、身体活動、肥満、脂質プロファイル、糖尿病、高

血圧を調整した後、アルコール摂取量の多さ(2006年)と睡眠の質の低さ(2012年)の間に用量反

応関係がみられた（Ptrend < 0.001）。2012 年のアルコール摂取を曝露として用いた場合でも、

同様の関連が見られた。非飲酒者に対し、多飲者では、短時間睡眠（OR= 1.31; 95 % CI: 1.09-

1-57）およびいびき（OR= 1.38; 95 % CI: 1.22-1.57）と有意な関連がみられた。ビールやワイ

ンではなくハードリカーの消費について、睡眠の質の低さと有意な関連があった。 

 

結論：アルコール摂取量が多いほど睡眠の質が低く、いびきの増加や短睡眠時間の可能性が高

かった。 

  


